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道　徳

第6章

鳴りひびくサイレン

悲鳴

泣き声

真っ黒い津
つ

波
なみ

がやってきた

真っ黒の街に燃
も

え上がる炎
ほのお

空からはまっ白い雪が降
ふ

ってきた

私
わたし

の頭は真っ白になった

何も聞こえない

津
つ

波
なみ

はみんなのみこんだ

楽しかった思い出の場所も

大切な家も

学校も

みんなみんなのみこんだ

何も見えない

聞えない

転校した私

前とは違
ちが

う通学路

前とは違う教室

みんな元気かな

会いたいな

帰りたいな

心はさみしさではちきれそう

だけど私は生きている

生かされたこの命

なぜ生かされたのだろう

私に何ができるだろう

考えていたらちょっと力がわいてきた

さみしさも力にして元気を出そう

さみしい心もふるさとも

いつか必ず元気になる

そう信じてる

（作文宮城60号　特別編『あの日の子どもたち』　より）

元気になろう

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の後には、引っ越しにより地元を離
はな

れた人がたくさ

んいました。


